






ニュ-ス

ニュ-ス

1974年 10月

土曜輪講

010月5日

010月26日

談 話 会

｡]0月28日

1974年 11月

土曜輪講

011月 2日

011月 9日

011月30日

談 話 会

011月 8日

011月11日

011月25日

〔東大物性研〕

｢F一中心緩和励起状態のバイブロニックな問題｣

菅沼洋輔氏 (物性研 )

｢非平衡系におけるスピン ･コヒーレント表示｣

柴出文明氏,高橋慶紀氏 (東大理 )

｢高圧下の物質及び分子相互作用｣

B.Vodar 氏 (フランス国立科学研究センター高圧研究所 )

｢AndersonHamiltonian の摂動展開｣

山田耕作氏 (物性研 )

｢NMR inSuperconductingFineParticles｣

曾根純一氏 (東大理 )

｢非平衡系におけるextensionproperty,ゆらぎ,非線形応答｣

鈴木増雄氏 (東大二埋 )

｢加成性のある配位子場と,ない配位子場｣

C･E･Sch畠ffer (H.C.¢rstedInstitute,コペンハーゲン大 )

｢匝日本における共鳴光学過程｣

櫛田孝司氏 (物性研 )

｢内殻励起における電子相関｣

菅野 暁氏 (物性研 )

1974年 12月 〔名大埋 ･物理〕
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ニュ- ス

物性談話会

｡12月 3日 "Magnetism andHigh Pressures"

C.N.R.S.磁性研究所 Prof.D･Bloch

物理教室談話会

｡12月 3日 "物理と数学"

山内恭彦氏

｡12月 7日 "動力学的回折理論における分散面の性質"

三宅静雄氏

S研 ･中野研合同コロキウム

｡11月18日 "金属微粒子に於る格子振動と電子"

長岡洋介氏

｡12月16日 "剛体球系での固 ･液転移 "

本田勝也氏

1974年 10月 〔東大教養〕

金曜コロキューム

｡10月 4日 PeierlsInstabilityandelectroncorrelation

斉藤氏 (東大教養 ･物理 )

｡10月25日 KH2P()4型強誘電体の動的性質にっいて

高田氏 (東教育大 ･二哩 ･物理 )

教室談話会

010月22日 非線型波動とソリトン

戸田盛和氏 (東教大光研 )

1974年 11月

金曜コロキューム

011月 1日 生体高分子の構造 と機能発現の関連性

今堀氏 (東大理 ･生化 )
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ニ ュ - ス

011月8日 電子相関 (Singwiの近似について)

有沢氏 (東大教養 ･物理 )

011月15日 Helix-Coil転移 と核酸のになう情報

伏見氏 (東大理 ･物蛙 )

011月22日 AtomicCoherentrepresentaion

柴田氏 (東大理 ･物理 )

()11月29日 半導体における電子正孔液体

森垣氏 (物性研 )

教室談話会

011月12日 Black-holeの宇宙物理学

佐藤文隆氏 (京大基研 )

-214-



プ レプ リント案内

プ レプ リン ト案内

〔東大二哩･物理 ･久保研〕

(218)21. KiyoshiKAWAMURA

OvershootofCurrentsinaDiffusiveSystem andNonsteadyNucleation

(219)21. TsuneyaANDO

TlleOryOfCyclotronResonanceLineshapeinaTwo-DimensionalElectron

System

(220)21. AkioKOTANI

meoryorthelncommensurateSinusoidalS上ノin-Density･WaveinCllrOmium

andltsAlloys

(221) 21. NobuhikoSaito

FluctuationsinCllemicalReactionsaroundtheSteadyStates

(222)30. G.M.CarlleiroandC.J.Pethick

SPECIFICHEATOFA NORMALFERMILIQUID.

Il.MICROSCOPICAPPROACH

(223)30. F.E.Rybaczewski,F.F.GaritoandA.∫.Heeger

NuclearSpin-LatticeRelaxationandLocalSuscep_tibilitiesinTetrathio-

fulvaleneTetracyanoquinodimethan

(224) 1. C.S.Jacobsen,D.B.Tanner,A.F.GaritoandA.∫.Heeger

SingleCrystalRenectanceStudiesofTetrathiofulvaleneTetracya1-Oqui-

no血methan

(225) 1. ZoltdnRdczandMalcolm F.Collins

AVacancyMechanism forlsingCriticalDynamics

(226) 1. KazumiMakiandCュlia-RenHu

MAGNETIZAT10N OSCILLATION IN THEBPHASEOFSUPERFLUID

3He

(227) 1. KeiYosidaandKosakuYamada

PerturbationExpansionfurtheAlldersollHamiltollianill

(228) 1. HelenAu-YangandMichaelE.Fisher

BOUNDED AND fNHOMOGENEOUSISING MODELSlL

SPECIFICHEATSCALING FUNCT王ON FORA STRIP
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プ レプリント案内

(229) 9. ShigetoshiKatsura

MagneticPropertiesoftheRandom Mixtureo▲theClassicalHeisenberg

Spins

(230) 9･ SllukoWashimiyaandTsuyoshiYamaguchi

ExcitonAbsorptionLinesduringSpinReotientationinAntiferromagnetic

YCrO3

〔広島大理 ･川村研〕

preprintlist(49.ll.17-19)

49.ll.26 YasuslliWada

MaglletizationorPureType-1ISuperconductors

49.ll.26 KeiYoshidaandKosakuYamada

PerturbationExpansionfortheAndersonHamiltonianllⅠ.

49.ll.27 T.A.Alvesalo,H.K.Collan,M.T.Leponen,0.V.IJOunaSmaa,andM.C.Veuro

TlleViscosityandsomerelatedpropertiesorliquid3Heatthemelting

curvebetween1and100mK

49.ll.29 HazimeMori

StochasticProcessesofMacroscopicVariables

49.12.9 Funita,Tosllimitsu

supernuidityorLiquidHe3

49.12.19 Yosh山iroKurodaandA.D.S.Nagi

ParamagnOnandtheBCSStateinHe3

- EffectolaMagneticField-

49.12.19 YoshihiroKuroda

Paramagnonandthe BCSStateinHe3ⅠⅠ･

- Erratum -

〔東北大 ･工 ･応物 ･桂研〕

TakaslliTsuchiyaandNobuhikoSaito

ThelsinglllOdelontileCayleytrees
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プレプリン ト案内

NobuhikoSaito

onthenuctuationinasystem farfrom theequilibrium

NobuhikoSaito

FluctuatiollSinchelTlicalreactionsaroundthesteadystates

BernardC.Gerstein

Tllermalandmagneticbehaviororonedimensionalmagnets

HelenAu-YangandMichaelE･Fisller

BoundedandinhomogeneousIsingmodelsII･ Specificheatscalingfunctionforastrip

TsuyoshiYamaguchi

MagnetizationprocessinantiferromagneticIsingsystem DyCrO3

SlluTk百 WashiyamaandTsuyoshiYamaguchi

ExcitonabsorptionlinesduringsplnreOrientationinantiferromagneticYCrO3

RyuzoAbe

Scalingfunctionfわrcritical scatteringin 1/nexpansion.I

- Consistencywitheexpansion-

ShinobuHikamiandRyuzoAbe

Spontaneousmagnetizationofn-Vectormodelwithsl10rt-rangeinteractionin 1/n

expansion

Thirdinternationalcolloqulum Onadvancedcomputingmethodsintheoreticalphysics

Marseille,June25-29,1973VolumeI

Thirdintemationalcolloqulum OnadvancedcomputingmethodsintlleOreticalpllySics

Marseille,June25-29,1973VolumeII

-217-



資 料

物 性 小 委 員 会 議 事 録

1974年 9月 21日(土) 1:00-7:30PM.

出席者 宮原,中野,斉藤,横田,勝木,和田,豊沢,佐々木,夷隅,白鳥,芳田,

長岡,近,森田,山下,目片

報告事項

1.選挙閲係 (中野 )

o物性研共同利用施設専間委貞

百人委員が選挙し2月 13日開票の結果下記の9氏を物性研に推薦した｡

上川友好 (山形大理 ),真隅泰三 (東大教養 ),間淑正一 (九大理 ),

甲山正敏 (九大教養 ),三井惟靖 (北大理 ), 益田義賀 (名大理 ),

伊達宗行 (阪大埋 ), 川村 肇 (仮大理 ), 中野藤生 (名大工 )

(物性桝ではこの決定通 りに委員を委嘱 )

｡基研研究部委員

百人委員が選挙し2月22日飼葉結果 を基研に報告したところ,上位得票者の下記

5氏に決定した｡

山田鏡二 (岐大教養 ),守谷享 (物性研 ),森 肇 (九大理 ),三輪浩 (阪大理 )

長岡洋介 (名大:哩)

｡物性研協議委員会委員

物小委委員の選挙により7月31日商葉 を行なったが,最下位が同数得票であった

こと,宮原氏が辞退されたことのために再投票,8月 19日開票の結果下記の5氏

を物性研に推薦した｡

久保亮五 (東大理 ),松原武生 (京大埋 ),伊達宗行 (阪大理 ),横田伊佐秋

(新大埋 ),大塚泰一郎 (東北大理 )

以下の議論があった｡宮原氏の辞退は結束を知った者だけが辞退できたという点で問題
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資 料

(三輪 )との指摘にたいし,今後は選出された人に連絡し内諾を得てから推薦すること

となった｡宮原氏の場合東大の定年規定 (60才)に触れるという心配にたいしては,外

部から選ばれる要員には適用されないとの説明が物性研所長からあった.

最下位が多数な時のや り方を考慮すべきだ (甲野 ),前回の物小委の選挙の時,物性

グ/レ-プの各人が有権者である百人委員に対 し,その要望を伝える機会があることが絶

体に必要だという議論があったが,上の諸題挙ではそのような機会がなかったにもかか

わらず同じ議爺がでなかったのは理解に苦 しむ (和田 )との意見がでた｡後の問題につ

いては,物小委 と他の委員では選挙の内容が兵る(宮原 ),時期が決っている(芳田),

問題 と考える人が異議を出すべきだ (白鳥 )等の反論があったが,今後選挙方法は精神

に照 して再検討,再盛備 しなければならない (甲野,宮原 )ということになった｡

2.会計報告 (夷隅 )

科研費総合班から1.37Toの比率で分担金を出してもらっているが,この比率は変えて

いない｡班によっては事情によりこれ以下のところもある｡

収入を分担金におんぶすることはよくない｡物性グ′レープからの会費でやるべきだ｡

(佐々木 ),物性研生るか えゝも考えられるがよくない(芳田 ),物性研連を作るべき

だ (佐々木 ),単発的議論に終 らないため学会の時に物小委をやると費用をそれほど倭

うことなく回数を増やせる(森田 )等の議論があったが,決算 と予算はそのま 承ゝ認さ

れた｡

3.特定研究 ｢物性の制御｣(芳田 )

初年度の9名のうち4名 (芳軌 伊達,豊沢,沢田 )が残 り,物小委で推薦 した新委

員 5名 (上田正康 , 森田,夷隅･安達,可知 )を加えて9名で審査したo自己分の精神は

初年度と同じである｡申請金額に対して配分金額は 1/6,件数では 1/4であった｡

文部省が保留金を戻す方針なので補欠に配分する｡総括班 (代表 :芳田 )は研究連絡,

研究会のためで小人数の研究会をいくつか計画 しているので提案を待っている｡設備が

90970以上の要求は文部省が認めないのにそのような申請がある｡書軸不備 として書直

してもらった例もある｡
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資 料

地方大についてのデータ,特に応募状況について知 りたい (勝木 )という要望があっ

た｡

審議事項

1.物小委旅費 (真隅 )

文部省の旅費基準に従 っているが,日当は 1,500円としたい｡ 松本からは1泊 しな

いと無理だ｡仙台,新潟等は無理すれば日帰 りできるが落着いて議論するために宿泊料

を支給 したい｡

この提案に対して任意ではあるが 1.30/Oの分担金を目途 と考えると40万円程度にな
るので落着いて議論できる.i:う配慮することが必要 (芳田 )という議論があった｡予算

が許せば回数 も増やしたい(宮原 ),分担金 を1.370固定せず必要観 を請求すべきだ
(芳田 )●という意見にたいして不定な要素が多いので実際上困難 (宮原 )という反論が

あったか,委員をどこかの班に属させれば直接旅費が支払えるので手続的に簡単 (芳田)

という意見 もあった｡

結論として日当 1,500円,都内委員にも旅費を支給 し,仙台,新潟の委員には宿泊

料を支給することとなった｡

2.次期物性グループ事務局の選定 (和田 )

物性グループ事務局の交代時期なので選定を病みたい｡必ずしも地方大で引受けられ

ないことはない｡

委員長が候補について案を作るが事務局も引受け手を探す努力 をする｡

3.特定研究の審査員の選定

文部省の方針は必ずしも半数交代ではない(芳田),今までの議論が生きることが必

要,誰か甲心になる人が残って欲 しい (森阻 ),物小委の委員が入る方がよい(芳田)

との議論の後,半数交代を原則とすることを確認 した｡4名以上を選ぶと文部省が作意
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的に選ぶ危険性があるのでさけたい｡病気の可知氏が欠席 しても差支えないように人選

したい (宮原 )ということで院補の名をあげて議論の後投票結果,佐々木,長谷田,鈴

木平,豊沢の4氏が選ばれた0本年度に癌いて残る委員は兵楓 森EB,上田,安達,可

知の5氏である｡

審査結果を教えてもらえると参考になる(白鳥 )という要望にたいして勝木'-I,(/,tpjt打

があったが,非公開である(宮原 ),義務づけられると困る(佐々木 )という反論があ

った｡

4.フォトンファク トリー(P.F.)計幽

前回の物小委できびしい批判があったので物研連はすぐには態度を表明せず結晶研連

と合同の検討小委員会に検討を依頼 した｡体制が間魅であると主張が計画書に反映され

た｡ INSORとP｡F.は独立だが INSORの悪いところを引継いでは困る｡四部では最終

的には賛成なので,順調にいけは,この秋の総会で挺案,可決され学術会議の勧告案と

なる見込であるとの宮原委員長の経過報告があった｡

豊沢氏から検討小委員会について報告があった｡ 3月1日に物研連で組識され,これ

まで4回の会合と,シンポジウムを行ない, 7月1日に物研連で報告 した｡委員は物研

連より小野 (委員長 ),力藤 ,西川,豊沢,山口,尾中,結晶研連より高良,､星埜,竹

内,飯高, INSORよ り佐川の各氏がでている｡以下の事項を検討している｡ (1) 現

存の研究所,特に核研 との関係｡高エネ/レギー物理グループは･理念に賛成し,建設に協

力はするが,高エネルギー実験 としてはエネルギーが不足するので独白の将来計画と考

えていない｡核研の高エネルギーグ′レープの 1/3はP｡F.に移る｡ (2) INSORグ′レ

ープ,物性研 との関係｡ INSORは無関係で核桝のESの寿命がきたら injectorを取替

えて研究を続けるという方向と,INSORグ′レープが発展的にP.F.になるという方向が

あるが,いづれにせよP.F｡計画は INSORグループにも利益となるだろう｡ (3) 結晶

研 との関係｡統一見解はないが, P･F.ができるなら結晶桝の発足が遅れてもやむを得

ないという意見もある｡ (4) 研容内容 とその意義,.シンポジウムで検討したか,物性

関係 としては回折,吸収,反射,放出といった分光学的研究が中心 となる｡学問的議論

は物性関係が最も遅れている｡ (5) 建設関係,共同利用,体制開始,設立趣意書案に
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よると,文部省直轄の共同利周研究施設で公私立機関の研究者の利用も考える｡所長の

下に運営協議会 とSchdule委員会 をお く.運営協議会は建設期には所内と研連推薦の

所外の委員各 13名 で構成 し,定常期には利用グ/レープからの代表で構成する｡

以上の説明の後議論に入った｡予算は相互に関連 しているので景気のよい計画におさ

れて物性研究者が黙っていることはない(佐々木 )｡文部省は経常費の増加を無視し,

巨大計画のみをつまみ食いしている (山下 )という意見にたいして,学術会議は基礎科

学振興の上から経常研究費に予算 2//3をまわすべきで一部をっまみぐいしてはいけな

いと主張している(鳥原 )との説明があった｡物性グループ全体 として短期研究会等を

利用 して議論すべきだ(芳田),何故 INSORグループが積極的でないのか理解できな

い (山下 ),魅力的な光源だが物理を書き換えることにはつながらないにもかかわらず

他の分野を含めた全体の将来計祖の議論もしないでこのような計画だけが独走するのは

陶鞄である｡それに, 50R分光学は大切なものの一つだが現在の日本の INSORグ/レ

ープの仕事は評他 できない,装置でなく人が問題だ (真隅 )というINS(二択グループに

たいする批判が述べられた｡さらに高エネルギーグループは自分達の計画 とは考えない

というが,予算 150億の仕事がそのような考 え方でできるであろうか｡サービスの約

束が続 く保証があるか, (和田 )核桝の人でも装置の製作は必ず しも安心できない,(佐

佐木 )等高エネルギーグ′レープに対する不安感 も述べられた｡結局 P･F.ができる以上

物性研究者がそれを利用しない手はない (芳田 )という意見と,社会的責任からいって

もこのような問題の多い現在の計画に安易にのるべきでない(真隅 )という意見に分か

れた｡

5.物性研究体制 と将来計画

P･F.以外 にも長い目でみて考えるべき重要な問題がある, (真隅 )何故大きい大学

に金 と人が集中するかといった問題を考える上でも物性研究の実体を調べることを提案

する｡ (佐々木 )第二物性研を作ろう(和田 )等の意見がでたがまとまった結論は出な

かった｡

6.経常研究費問題 (勝木 )
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準備されたコピーを配るだけで議音曲する時間はなかった｡

審議事項の4, 5,6は継続審詠とし,近いうちに物小委をもう一度開催することに

なった｡ (10月 15日に開催 した｡)

(目片 )
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編集後記

編 集 後 記

ここしはらく原稿不足に悩まされる事なく編集の仕事 も順調に行 くか と思われました

が,久しぶ りに新投稿無 しの月を迎えました｡巳むを得ず, ｢生態学の将来｣の座談会

に添えて寄せていただいた島淳さんの貴重な原稿を放出せざるを得ない事にな りました｡

このような時には編集会議でも ｢物性研究｣誌の存在意義や将来に対する悲観論が出る′

ことになります｡しかしこれまで平均月 2編程の投稿があったので Fluctuationとして零

になる月があってもおかしくはないと考えて自ら慰めている次第です0

本誌の編集 にかかわりあうようになってから,本誌の一つの使命は情報交換を盛にする

ことにあると考えて講義ノー トや基研以外での研究会の報告を出す事に力を入れたり,

又実験グ/レープとの対話を試みた りして来ましたが,や りすぎても今度は忽ち財政的に

ピンチに立たされます｡まさに今の不況とインフレの谷間にある世界経済のようにあち

らを立てればこちらを犠牲にしなければならず選択の余地が大変狭いことを痛感 してお

ります｡

編集会議で出された一つのアイデアとして新 しくレタ-欄を設けることにしようと思

います｡即ち,一つのまとまった論文を書 くとなると忙かしいし憶却である場合,何か

云いたい事を気軽に書けるような顔所を提供 して本誌のインフォーマ′レな性格 をより鮮

明にしようと云 うわけです｡長さはレターとして常識的な範囲では自由ですからどしど

し投稿 して下 さい｡

(K.K.)
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